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審査結果要旨
 高村勉提出の学位論文はCalorimetricstudiesonsilicagelandadsorbatecon(1ensed
 hlthemicropore(シリカゲルおよび毛細管に凝縮した吸着物質の熱量的研究)と題し英文4章
 より成り,熱if圭測定によるシリカゲルーベンゼン吸着系における毛管現象の確認(第1章),微小
 毛細管に捕捉された液体の融解及び凝固現象の理論的解明(第2章),シリカゲルの毛細管に凝縮
 したベンゼン及び水の融解及び凝固温度(第3章),熱容量曲線から判明したシリカゲルの結品性
 と吸着能の関聯性(第4章)を扱ったものである.
 これら4章を通じての本論文の主要点は次の通りである.
 1)毛細管の中にとちこめられた液体の凝固温度婿および融解温度丁,、、は毛細管の半径〆
 に依存することに着rrし,核生成理論の立場から理1論的に考察して次式を導出した.
 T,、、一7「∫=(2σ乙s∂8/7=…=)/1々∠'石心(2∂L6/7ノ)}
 こ＼にσ総は着目物質の液一固問界面張力,死および∂sはそれぞれ液相および固相の分子容,
 γ:…=は固相核の臨界の大きさ(半径)であり,∠βはや1融解にさいしてのエントロピー変化の項,
 海はボルツマン定数である.また,δは液体の表面張力をσ一ポTであらわしたときの定数であ
 る.この式から次の結論が得られる.i)〆>10Aでは分1;llは正とみなしうるからT,,,一7}>0,
 すなわち毛細管中液体の凝固温度は融解温度よりも低い.ii)〆の小さいほどT,、,が低いことが
 別の式から期待される.したがっての・も〆が小さい程低い.
 2)シリカゲルの毛細管内にとぢこめられたベンゼンはbulk相とほぜ等しい融解潜熱をもつ
 ていることに着卜1し以■トの理論的帰結を実験1約に確めた.すなわち,微分冷却および加熱曲線測
 定により各吸着量にたいする乃およびT、、,を実測した.一方,各吸着量における平衡蒸気圧を
 測定し,Thomson式を用いておのおのに対する〆をもとの〆=7'…:とおいてT,,,一7}を計算
 し,実測値とよい一致を示すことを確認した.さらに水につきシリカゲル毛管内でのT∫を測定
 し,冷却前の温度処理をかえればことなるT∫がえられることをたしかめ,この現象を一1二記理論
 により合理的に説明した.
 3)シリカゲルの結品性については定見がなかったが,種々熱処理法をかえたシリカゲルの比
 熱曲線を測定,あらわれたピークを解析してゲルには種々の糸、ヤ品構造が存在することを確認した.
 以.L要約した本論文の結論はいずれも極めて興味深い,かつ重要な事実であり,無機物理化学
 に貢献するところ大なるものがある.
 よって審査員は,高村勉が理学博士の学位を受ける資格あるものと認める・
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